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近
年
、現
代
美
術
の
領
域
で
は
、
特
定
の
場
や
人
を
取
材
し
、映
像

や
写
真
、言
葉
な
ど
で
表
現
す
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
、多
く
の
注
目

す
べ
き
作
品
が
生
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

京
都
を
拠
点
に
活
動
す
る

髙
橋
耕
平(
一
九
七
七̶

)

も
、そ
う
し
た
作
品
を
手
掛
け
る
美
術
家
の
一
人

で
す
。 

本
展
で
は
、二
一
年
前
に
起
こ
っ
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
の
、

都
市
の
経
験
や
記
憶
を
テ
ー
マ
に
、神
戸
・
阪
神
間
で
撮
影
し
た
映
像

や
写
真
等
か
ら
成
る
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
制
作
、発
表
し
ま
す
。

　
た
と
え
同
じ
街
に
暮
ら
し
て
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
の
身
体
は

街
を
違
っ
た
ふ
う
に
経
験
し
て
い
ま
す
。 
街
の
あ
る
造
り
が
、あ
る
人

に
は
便
利
な
一
方
で
、他
の
人
に
は
障
害
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

し
か
し
ど
の
よ
う
な
場
合
も
そ
こ
に
生
き
る
人
は
、
解
決
の
糸
口
を

求
め
、自
ら
の
身
体
で
街
を
探
り
、縫
う
よ
う
に
歩
を
進
め
ま
す
。 

そ

れ
は
ま
る
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
身
体
に
あ
わ
せ
街
を
更
新
し
続
け
る
仮

縫
い
の
よ
う
だ
、と
髙
橋
は
と
ら
え
ま
す
。

　
二
一
年
前
に
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
こ
の
街
で
経
験
し
た
こ
と
の
記
憶

や
記
録
。 

さ
ら
に
現
在
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
こ
の
街
を
ど
の
よ
う
に
経

験
し
、
歩
み
続
け
て
い
る
の
か
。 

と
も
す
れ
ば
「
被
災
地
の
経
験
」
な

ど
と
ひ
と
言
で
く
く
ら
れ
が
ち
な
、
し
か
し
決
し
て
誰
一
人
同
じ
で

は
な
い
個
別
性
に
注
意
を
払
い
つ
つ
、
髙
橋
は
そ
れ
ら
を
い
っ
た
ん

解
き
、自
身
の
経
験
と
し
て
新
た
に
緩
く
縫
い
直
し
、
提
示
し
ま
す
。

　
こ
の
展
覧
会
が
、
直
接
的
な
被
災
経
験
の
有
無
を
越
え
て
、多
く
の

方
に
と
り
、自
分
と
は
異
な
る
個
の
経
験
に
想
像
を
巡
ら
せ
、
街
で
生

き
歩
み
続
け
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
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* 

兵
庫
県
立
美
術
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芸
術
の
館
友
の
会
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* 

ト
ー
ク
終
了
後
一
七
時
よ
り
、友
の
会
会
員
限
定
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ベ
ン
ト
有
。

   

詳
し
く
は
友
の
会
事
務
局 (

T
E
L 

〇
七
八–

二
六
二– 

〇
九
一
六) 

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
さ
い
。

対
談  

村
上
し
ほ
り ×

 

髙
橋
耕
平

一
一
月
一
九
日 [

土]   

一
五
時
三
〇
分―

一
七
時
〇
〇
分

(*

人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー 

震
災
資
料
専
門
員
／
神
戸
大
学
大
学
院 

人
間
発
達
環
境
学
研
究
科 

研
究
員)

レ
ク
チ
ャ
ー
ル
ー
ム (

定
員
一
〇
〇
名)

に
て | 

聴
講
無
料

* 

兵
庫
県
立
美
術
館
「
芸
術
の
館
友
の
会
」支
援
事
業

髙
橋
耕
平   

た
か
は
し
・
こ
う
へ
い

̶̶

一
九
七
七
年
京
都
府
生
ま
れ
。 

二
〇
〇
二
年
京
都
精
華
大
学
大
学
院
修
士
課
程 

芸
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研
究
科
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形

専
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了
。 

近
年
の
主
な
発
表
に
個
展
「H

A
R

A
D

A
–

san

」(

二
〇
一
三
年
、Gallery PA

R
C

／
京
都)

、

「
作
家
ド
ラ
フ
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二
〇
一
四  
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ラ
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二
〇
一
五
年
、HIG

U
R
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他
／
東
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第
二
回 PA

T
inK

yoto  
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版
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ト
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ー
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〇
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六
」(

二
〇
一
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、京
都
市
美
術
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な
ど
。
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ウ
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ブ
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w
w

.takahashi -kohei.jp/

7
注目作家紹介プログラム“チャンネル”とは

チャンネル (channel)という単語には｢海峡｣や｢水路｣、 

美術館の前にもある｢運河｣、テレビやラジオの｢チャン

ネル(局)｣、｢思考・行動の方向｣、さらには何ものかとの

｢交信｣など、様々な意味があります。 そこに共通するの

は｢何かと何かをつなぐこと｣。 美術館を訪れる人と、同

じ時代を生きるアーティストとがつながっていくことを

願って、タイトルを“チャンネル”としました。 

Takahashi Kohei

同時開催の展覧会

企画展示室
日伊国交樹立150周年記念　
世界遺産　ポンペイの壁画展
10月15日|土|―12月25日|日|

̶̶ ̶̶
常設展示室 (県美プレミアム)

〈小企画〉 美術の中のかたち̶手で見る造形　
　　　　つなぐxつつむxつかむ：無視覚流鑑賞の極意

〈特集〉 時間をひらく̶新収蔵品を中心に
7月2日|土|―11月6日|日|

̶

〈小企画〉 ハナヤ勘兵衛の時代デェ!! (仮称)

〈特集〉 彫刻大集合 (仮称)

11月19日|土|―2017年3月19日|日|

̶̶ ̶̶
横尾忠則現代美術館
ヨコオ・マニアリスム vol.1
8月6日|土|―11月27日|日|

表面作品画像
《神戸市の路上̶電線点検作業》 2016年

*引用資料 | 人と防災未来センター蔵　

–
裏面作品画像
《神戸市の個人住宅(庭)̶95年2月8日の航空写真》 2016年

*引用資料 | 人と防災未来センター蔵

〒651-0073 神戸市中央区脇浜海岸通1-1-1
［HAT神戸内］

Tel  078 262 0901(代表 )

http://www.artm.pref.hyogo.jp

交通案内

阪神岩屋駅(兵庫県立美術館前)から南に徒歩約8分

JR神戸線灘駅南口から南に徒歩約10分

阪急神戸線王子公園駅西口から南西に徒歩約20分

JR三ノ宮駅南から神戸市バス(29・101系統 )・阪神

バスにて約15分、HAT神戸方面行き「県立美術館前」下車すぐ

地下駐車場 (乗用車80台収容・有料 )

*ご来館はなるべく電車・バスをご利用ください。 

*団体バスでお越しの場合はバス待機所のご予約をお願いします。

王子公園

阪急神戸線

山手幹線

JR神戸線

阪神本線

HAT神戸 摩耶ランプ

なぎさ公園

兵庫県立美術館

N

国道2号線

阪神高速3号神戸線

JR灘駅

阪神岩屋駅 (兵庫県立美術館)

阪急王子公園駅
王子動物園

原田の森
ギャラリー

神戸文学館

BBプラザ美術館

人と防災未来センター
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*


